
（１）単元観 （２）児童観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数科 第３学年 世羅町立せらにし小学校 指導者 Ｔ１ 森川 晃彬 

     Ｔ２ 下井 ひろみ 

   

 

 

 

 

 

 本単元と学習指導要領との関連は次のようになって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 除法の意味と乗法九九を一回適用してできている除

法計算(余りのない場合)については，既に学習してい

る。 

 ここでは，さらに進んで，乗法九九を１回適用してで

きる除法で余りのある場合の計算を用いる場合につい

ても，余りのない除法計算と同様に進んで問題の解決

に活用できるようにする。 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

本学級の児童は，活発で明るく，意欲的に活動でき
る児童が多い。しかし，学習の難易度が上がると意欲が
低下する児童がいる等，学力に大きな差がある。その
ため，自力解決後に必ずペアでの交流を取り入れ，児
童一人ひとりが考えをもてるように取組んでいる。しか
し，相手の考えを聞いて，そこからさらに自分の考えを
深めることができにくい。また，全体の場で自分の考え
を表現することが苦手な児童もいる。 
○本単元に関わるレディネステストの結果から 
除法の計算については概ね理解することができてい

た。しかし，「新しい計算を考えよう」の単元末テストの中
の，等分除と包含除の違いを図から読み取る問題で
は，正答率が６５％であった。図を用いて計算の仕方を
説明できない児童が多くいることから，式と図を関連さ
せて計算の仕方を説明する場面を設定する必要があ
る。 
○「資質・能力」アンケートの結果から 
「授業では，自分の考えとその理由を明らかにして，

相手に分かりやすく伝わるように発表を工夫していま
す。」という項目において，否定的な回答をした児童が
３１％いる。ペアトークでは，積極的に意見交流をする
ことができているが，相手の意見を理解しながら聞けな
い児童が多く，学習を深めるまでに至っていない。そこ
で，ナンバリングを用いた端的な説明をしたり，図を用
いて説明したりする活動を通して，相手に分かり易く説
明することを目的としたペアトークを授業の中で設定す
る。 

思考力・判断力・表現力  主体性 

「わり算を考えよう」 

       ～学習発表会のじゅんびをしよう～ 

１ 単元について 
 

日 時   令和元年  ７月１０日（水） 

学 年   第３学年  男子９名，女子１７名，計２６名 

Ａ 数と計算 

（４）除法に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることがで

きるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身につけること。 

（ア）除法の意味について理解し，それが用いられ場合について知るこ

と。また，余りについて知ること。 

（イ）除法が用いられる場面を式に表したり，式を読み取ったりすること。 

（ウ)除法と乗法や減法との関係について理解すること。 

(エ)除数と商が共に１位数である除法の計算が確実にできること。 

(オ)簡単な場合について，除数が１位数で商が２位数の除法の計算の

仕方を知ること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 （ア）数量の関係に着目し，計算の意味や計算の仕方を考えたり，計

算に関して成り立つ性質を見いだしたりするとともに，その性質を活用

して，計算を工夫したり計算の確かめをしたりすること。 

(イ)数量の関係に着目し，計算を日常生活に生かすこと。 

（３）本単元において育成しようとする資質・能力とのかかわり 

「Ａ 数と計算」の領域で育成を目指す資質・能力 

①除法の意味について理解し，それらが用いられる場合について考察すること。 

【ス キ ル】 

思考力・判断力・表現力 
②数量の関係に着目し，計算の意味や計算の仕方を考えたり，計算に関して成り立つ性質を見出したりすること
を通して，思考力・判断力を育成する。  
③余りの処理については，日常生活の場面に即してより適切な答えを考えることを通して。思考力・判断力を育

成する。 

【意欲・態度】 

主体性 

児童の身近にある問題を学習課題として設定することにより，「解きたい」「考えた方法を伝えたい」と思わせ，

自ら学ぼうとする主体性を育成する。 

 



   【本単元の学習の関連と発展】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８）わり算の筆算（２） 

・何十でわる除法 

・２～３位数÷２位数の筆算形

式 

・除法の検算の仕方 

・除法について成り立つ性質 

１２）かけ算（１） 

・乗法の意味 

・５，２，３，４の段の九九の構成 

 

１３）かけ算（２） 

・６～９，１の段の九九の構成 

・乗法と積の関係 

・乗法の交換法則 

・倍概念の基礎 

７）あまりのあるわり算 

・九九１回適用の除法計算 

（余りあり） 

・余りと除数の大きさの関係 

・答えの確かめ方 

・余りの処理の仕方 

３）わり算の筆算（１） 

・２～３位数÷１位数の筆算形

式 

・倍と除法の意味の拡張 

（倍の第一，第二，第三用法） 

・１位数でわる除法の暗算 

１）かけ算 

・乗法の積との関係 

・乗法の交換法則 

・ａ×□＝ｂ，□×ａ＝ｂ 

２年 ３年 ４年 

（４）指導観 

○主体的な学びを育むための工夫 

①単元の導入時，２学期に取り組む学習発表会で児童が立つひな壇を用意する必要があることを伝え，３学年２

８人全員が立つためのひな壇を用意することを学習のゴールとして設定する。児童が取組む学習発表会の場

面で準備する物を計算によって考えることで，学習に対する意欲をもたせる。  

②出席番号でのグループ分けや，体育科の学習，遊びの中でのチーム分け等，日常生活を想起させながら学

習を展開していくことで，除法についての理解を高めていく。 

 

○児童の課題を克服するための工夫 

①問題文を読む際に，分かっている数量には赤線，単位には赤丸，課題解決に必要なキーワードには青丸，求

められている文には青波線をひくことで，正確に問題把握及び立式できるようにさせていく。 

②あまりのあるわり算の計算の方法を理解するだけでなく，計算の結果より得られた数字の意味を考えさせていく

ために，具体物や丸図を式と関係づけながら説明する場面を学習の中で設定していく。 

３）わり算 

・除法の意味と商の求め方 

・九九１回適用の除法計算 

（余りなし） 

・ａ÷ａ，０÷ａ，ａ÷１の計算 

・倍と除法の意味 

 



 

 

 

（１）単元の目標 

○わり切れない場合の除法の意味や計算の仕方について，わり切れる場合の除法を基に，乗法との関連

や具体物の操作などからとらえようとする。 

                    （算数への関心・意欲・態度） 

○わり切れる場合とわり切れない場合の除法を統合してとらえ，除法の意味や計算の仕方を具体物や

図，式を用いて表現することができる。 

                          （数学的な考え方） 

○わり切れない場合の除法の計算ができ，商や余りを求めることができる。 

（数量や図形についての技能） 

○余りの意味や余りと除数の大小関係を知り，除法について理解する。 

（数量や図形についての知識・理解） 

（２）単元の評価規準 

ア 算数への 

関心・意欲・態度 
イ 数学的な考え方 

ウ 数量や図形につい

ての技能 

エ 数量や図形に 

ついての知識・理解 

①学習発表会で使用する

ひな壇の必要数を計算

を使って求める方法を

考えようとしている。 

②余りのあるわり算の計

算の仕方を考えようとし

ている。 

③場面に応じて適切に余

りの処理をしようとして

いる。 

①わり切れない場合の除

法の計算の仕方につい

て，既習のわり切れる場

合を基に考え，図や式

を用いて説明している。 

②場面に応じた適切な余

りの処理の仕方を考え，

説明している。 

①わり切れない場合の除

法の計算ができ，商や

余りをもとめることができ

る。 

②学習内容を適用して，

問題を解決することが

できる。 

 

①余りは除数より小さくす

ることを理解している。 

②わり切れない場合の除

法の答えの確かめ方を

理解している。 

③問題場面に応じた，商

や余りの処理の仕方を

理解している。 

④余りの意味や余りと除

数の大小関係を知り、

除法について理解して

いる。 

 

 

 

 

（全１１時間） 

次 学習内容（時数） 

評価 

児童の反応 
関 考 技 知 評価規準 評価方法 

資質・能力の評価 
（評価方
法） 

１ 

 

○学習発表会で用

意するひな壇の数

を求める問題を知

り，本単元の学習

への意欲と見通し

をもつ。（１） 

 

 

 

◎ 

    

ア①学習発表会で使用

するひな壇の必要数

を計算を使って求め

る方法を考えようとし

ている。 

ア②余りのあるわり算の

計算の仕方を考えよう

としている。 

 

行動観察 

ノート 

【意欲・態度】 
主体性 
（行動観察） 
 

 

 

必要なひな

壇の数を求

めるために

は,どのよ

うな計算を

すれば良い

のだろう。 

課題の設定  

no 

 

３ 指導と評価の計画 
 

２ 単元の目標と評価規準 
 



２ 

 

○除数と商が１位数

の除法でわり切れ

ない場合の計算

の仕方を理解す

る。（２） 

 ◎    

イ①わり切れない場合

の除法の計算の仕

方について，既習

のわり切れる場合

を基に考え，図や

式を用いて説明し

ている。 

 

行動観察 

ノート 

 

 

 

 

 

 

 

１４÷３の

答えを見つ

ける時も，

３の段の九

九を使えば

よい。 

 

 

わり算に

は，余りが

出てわりき

れない計算

もある。 

 

○余りと除数の関係

を理解する。 （１） 

  

 

 

 

 

◎ 

 

エ①余りは除数より小さ

くすることを理解し

ている。 

 

ノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

余りは，わ

る数よりも

必ず少なく

なる。 

 

○等分除ついてもわ

り切れない場合の

除法が適用できる

ことを理解する。

（１） 

 

 

  

◎ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ①わり切れない場合

の除法の計算の仕

方について，既習

のわり切れる場合

を基に考え，図や

式を用いて説明し

ている。 

 

 

行動観察 

ノート 

 

 

 

【スキル】 
思考力・判断
力・表現力 
（行動観察・ノート） 

 

 

1 人分を求

める計算で

も，九九を

使うと求め

られる。 

 

○わり切れない場合

の除法の計算に

ついて，答えの確

かめ方を理解す

る。（１） 

   

◎ 

 

 

 

エ②わり切れない場合

の除法の答えの確

かめ方を理解して

いる。 

 

ノート 

 

 

 

わる数×商

＋余り＝わ

られる数で

答えを確か

められる。 

 

○わり切れない場合

を含む，除法計算

練習をする。（１） 

 

 

 

   

◎ 

  

ウ①わり切れない場合

の除法の計算がで

き，商や余りをもと

めることができる。 

②学習内容を適用し

て，問題を解決す

ることができる。 

 

 

ノート 

 

 

 

わり切れな

い場合も除

法の計算と

同じように

計算すると

求められ

る。 

 

２ 

 

○余りの捉え方につ

いて理解を深め

る。１／２（本時） 

  

◎ 

 

 

 

 

 

 

イ②場面に応じた適切

な余りの処理の仕

方を考え，説明して

る。 

行動観察 

ノート 

 

 

【スキル】 
思考力・判断
力・表現力 
（行動観察・
ノート 

 

 

 

あまりはど

うしよう。 

 

整理・分析  

 

情報の収集  

 

整理・分析  

 

整理・分析  

 

整理・分析  

 

整理・分析  

 

まとめ・創造・表現 

 



○余りの捉え方につ

いて理解を深め

る。２／２ 

 

 

 

○ 

ア③場面に応じて適切

に余りの処理をし

ようとしている。 

エ③問題場面に応じ

た，商や余りの処

理の仕方を理解し

ている。 

ノート  

 

あまった分

を答えにた

すことがあ

る。 

３ 

 

○学習内容を適用し

て問題を解決す

る。（１） 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

  

ウ②学習内容を適用し

て，問題を解決す

ることができる。 

 

行動観察 

ノート 

 

 

 

行動観察 

ワークシー

ト 

【スキル】 
思考力・判断
力・表現力 
（行動観察・ノート） 

 

 

 

 

 

 

○学習内容の定着

を確認し，理解を

確実にする。（１） 

    

◎ 

 

エ④余りの意味や余りと

除数の大小関係を

知り、除法について

理解している。 

 

ノート 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振 り 返 り  

 

実 行  まとめ・創造・表現 

 



 

 

（１）本時の目標 

・場面に応じた適切な余りの処理の仕方を考え，説明することができる。（数学的な考え方） 

（２）準備物 

問題文（黒板掲示用，ノート貼付用），丸図（黒板掲示用，ノート貼付用），ホワイトボード，マーカー，挿絵 

（３）本時の学習展開 

●ねらい－まとめ ○理解を助けたり，関わりを深めたりするための支援 

◎学びを深めるための発問 

☆前回の研究授業を受けての課題克服のための手立て 

学習活動と求める児童の反応 指導上の留意事項 
評価規準 

（評価方法） 
資質・能力の評価 
（評価方法） 

 

○問題を確認する。 

「３年生が２６人います。一台に３人
ずつ立てる台に乗っていきます。全
員が台に乗るためには，全部で何
台あればよいでしょうか。」 

 

 

○本時のめあてを確認する。 

●全員が台にのるためには，何台

いるか考え，説明しよう。 

問題文から２６÷３を立式する。 

 

 

 

 

○自力解決する。 

具体的な児童の考え 

・２６÷３＝８あまり２  答え８台 

・２６÷３＝８あまり２ 

 ８＋２＝１０       答え１０台 

・２０÷３＝８あまり２ 

 ８＋１＝９       答え９台 

 

 

○ペアトークをする。 

・自力解決で考えたことを説明し合

う。 

 

 

 

 

 

 

○前時に学習した問題を確認

し，相違点に着目させる。 

○問題文にアンダーラインを引

き，問いの「全員が台に乗る

ためには」という言葉に着目

させる。 

☆式を全体で確認し，わり算を

使って求めていくことをおさ

える。 

 

 

 

 

 

○丸図を活用し，３のまとまりだ

けでなく，あまりの２にも台が

必要であることを視覚的に

捉えさせる。 

○考えたことをノートにまとめさ

る。 

○考えをノートにまとめた児童

には，説明を考えさせる。 

 

○自分の考えとの共通点や相

違点を考えながら聞かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇場面に応じた適

切な余りの処理

の仕方を考え，

説明している。

【数学的な考え

方】（行動観察・ノ

ート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思考力・判断力・

表現力 

 日常生活の場

面に即して，よ

り適切な答えを

考え，説明して

いる。（行動観

察・ノート） 

４ 本時の学習 
 

１ 本時の課題を設定し，解決への見通しをもつ。 

 

２ 課題を解決する。 

 
図 

 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 



 

 

 

○集団解決をする。 

・考えたことを発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今日の学習のまとめを書きましょ

う。 

●あまった人が乗る台がもう一つい

るから１をたす。 

 

 

○適用題を解く。 

「７８ページの本を，１日に８ページ

ずつ読みます。全部読み終わるま

でに何日かかりますか。」 

 

 

 

 

 

○今日の学習で分かったことや，こ

れからもっと学びたいことを書きま

しょう。 

○考えたことを出し合い， 

図を用いて班の考えをまと

めさせる。 

〇誤答が出ない場合は提示す

る。 

 

 

 

 

 

 

☆補助発問に対する思考を促

すために，式と図を関連付

けて考えさせる。 

 

○計算結果の「８」とあまり「２」

の単位の違いについて触れ

ている意見が出なかった場

合は，図に着目して，数字が

もつ意味の違いを明らかに

する。 

 

 

○本時の問題がどう考えたら解

けたかを問うことで，意見を

出させ児童の言葉でまとめ

をする。 

 

 

○本時のまとめをもとに，適用

題を解かせることで，理解の

定着を図る。 

 

 

 

 

 

 

○本時の振り返りをさせるととも

に，次の学習への意欲をも

たせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○場面に応じた適

切な余りの処理

の仕方を考え，

説明している。

【数学的な考え

方】（行動観察・ノ

ート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の学習を振り返り，次時の学習の確認をする。 

 

３ 本時のまとめをし，適用題に取り組む。 

 

 答えは，９台です。 

２６÷３＝８あまり２となるので，８

台とあまった２人が乗るための

台が必要になるので，８＋１＝９

で，９台になります。 

図 

 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 

２６÷３＝８あまり２ 

８＋１＝９ 

答え９台です。 

◎あまりは２なのに，なぜ１をたすのですか。 

２６÷３＝８あまり２ 

８＋２＝１０ 

答え１０台です。 


